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provide the URL for the original version.

Red Hat, as the licensor of this document, waives the right to enforce, and agrees not to assert,
Section 4d of CC-BY-SA to the fullest extent permitted by applicable law.

Red Hat, Red Hat Enterprise Linux, the Shadowman logo, the Red Hat logo, JBoss, OpenShift,
Fedora, the Infinity logo, and RHCE are trademarks of Red Hat, Inc., registered in the United States
and other countries.

Linux ® is the registered trademark of Linus Torvalds in the United States and other countries.

Java ® is a registered trademark of Oracle and/or its affiliates.

XFS ® is a trademark of Silicon Graphics International Corp. or its subsidiaries in the United States
and/or other countries.

MySQL ® is a registered trademark of MySQL AB in the United States, the European Union and
other countries.

Node.js ® is an official trademark of Joyent. Red Hat is not formally related to or endorsed by the
official Joyent Node.js open source or commercial project.

The OpenStack ® Word Mark and OpenStack logo are either registered trademarks/service marks
or trademarks/service marks of the OpenStack Foundation, in the United States and other
countries and are used with the OpenStack Foundation's permission. We are not affiliated with,
endorsed or sponsored by the OpenStack Foundation, or the OpenStack community.

All other trademarks are the property of their respective owners.

概要概要

このガイドは、Insights for Red Hat Ansible Automation Platform でレポート機能を使用して自動化
環境の監視の概要レポートを生成する方法を説明します。
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多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り
組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリ
スト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後
の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、Red Hat CTO である Chris
Wright のメッセージ を参照してください。

多様性を受け入れるオープンソースの強化多様性を受け入れるオープンソースの強化
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RED HAT ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)
このドキュメントを改善するための提案がある場合、またはエラーを見つけた場合は、テクニカルサ
ポート (https://access.redhat.com) に連絡し、docs-product コンポーネントを使用して Ansible
Automation Platform Jira プロジェクトで Issue を作成してください。
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第1章 RED HAT ANSIBLE AUTOMATION PLATFORM でのレポー
トの表示

Red Hat Ansible Automation Platform のレポート機能では、Ansible を使用してさまざまなチームの自
動化作業を視覚的に把握できます。各レポートは、Playbook 実行の頻度や、さまざまなジョブテンプ
レートから影響を受けるホストのステータスなど、ユーザーが自動化環境のステータスを監視できるよ
うに作られています。

たとえば、レポートを使用して以下を行うことができます。

ジョブテンプレートの影響を受けるホストの数を表示する

ジョブテンプレート別にホスト数の変化を表示する

ジョブテンプレートの実行頻度と、実行に失敗/成功したジョブテンプレートの割合を表示する

1.1. レポートの確認

Ansible 自動化環境のレポートを表示するには、以下の手順に実行します。

手順手順

1. console.redhat.com にログインし、Ansible Automation Platform に移動します。

2. サイドナビゲーションパネルで Reports をクリックします。

3. 結果からレポートを選択して表示します。

各レポートには、Ansible 自動化環境の監視用のデータが表示されます。各レポートでフィルターツー
ルバーを使用して、グラフビューを調整します。

注記注記

新しいレポートをシステムに継続的に追加しています。お客様のチームに役立つ新規レ
ポートのアイデアがある場合は、アカウント担当者にお問い合わせいただくか、Insights
for Ansible Automation Platform の機能拡張を起票してください。
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https://console.redhat.com
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